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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月8日(2021.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギーユニット内の異常を検出する方法であって、
　前記エネルギーユニットへ信号を印加することであって、前記エネルギーユニットは電
気エネルギー貯蔵システムと電気化学エネルギー貯蔵システムと電気エネルギー利用シス
テムと電気化学エネルギー利用システムとの少なくとも１つを含み、前記信号は電気的、
磁気的、又は電磁気的な信号である、ことと、
　前記エネルギーユニット内の複数の異なる位置のそれぞれにおける複数のピックアップ
コイルセンサを用いて、前記印加された信号に対する前記エネルギーユニットの応答につ
き複数の測定を実行することと、
　前記複数の測定を処理して前記異常を識別することと、
　を含む方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
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　前記信号を印加することは、前記エネルギーユニットに電気的に接続された送信機ユニ
ットを有する前記エネルギーユニットに電気信号を印加することを含む、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、
　前記信号を印加することは、電磁放射を前記エネルギーユニットに印加することを含む
、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、
　前記印加することは、電圧パルスと電流パルスとの少なくとも１つを、前記エネルギー
ユニットのプラス端子とマイナス端子とに印加することを含む、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、
　前記異常と関連付けられた前記エネルギーユニットの少なくとも一部分に対し、制御手
段を起動することを更に含む、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、
　前記異常を前記信号の印加後１０ミリ秒以内に識別することを更に含む、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、
　前記異常は、前記エネルギーユニット内のエネルギー貯蔵装置内の短絡である、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、
　前記異常は、前記エネルギーユニット内の電気的な接続での短絡である、方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、
　前記異常は、前記エネルギーユニットの健全性の状態における変化である、方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法において、
　前記処理することは、前記異常を空間的に位置決定することを含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法において、
　前記空間的に位置決定することは、前記エネルギーユニットの構成についての情報を利
用することを含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載の方法において、
　前記実行することは、前記複数の異なる位置のそれぞれのうちの各それぞれの位置にて
、前記複数のピックアップコイルセンサのそれぞれの１つにおける電磁誘導による応答を
検出することを含む、方法。
【請求項１３】
　エネルギーユニット内で異常を検出する方法であって、
　前記エネルギーユニットを電磁信号にさらすことであって、前記エネルギーユニットは
前記エネルギーユニットに近接配置された少なくとも１つのピックアップコイルセンサを
含み、前記さらすことは、前記エネルギーユニットのアノードとカソードとの間で短絡を
生じさせることを含む、ことと、
　前記少なくとも１つのピックアップコイルセンサを用いて、前記電磁信号によって前記
エネルギーユニット内で誘起された信号を測定して、前記異常を検出することと、
　を含み、
　前記短絡を生じさせることは、前記アノードと前記カソードとの間で意図的な放電を生
じさせることを含む、方法。
【請求項１４】
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　請求項１３に記載の方法において、
　前記異常は、前記エネルギーユニット内の短絡回路、又は、前記エネルギーユニットの
健全性の状態の変化を含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記エネルギーユニットは、前記電磁信号を受信するために、前記エネルギーユニット
に近接配置された送信機を含み、前記さらすことは、前記送信機を介して電流を供給する
こと又は電圧を前記送信機に印加することを含む、方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法において、前記送信機はピックアップコイルを含む、方法。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の方法において、
　前記供給することは、１以上の電流パルスを前記送信機を介して供給すること、又は、
１以上の電圧パルスを前記送信機に印加することを含む、方法。
【請求項１８】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記エネルギーユニットは少なくとも１つの電気化学セルを含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法において、
　前記異常は、前記電気化学セルのうち２以上のコンポーネント間の短絡回路を含む、方
法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の方法において、
　前記異常は、アノード電流コレクタ又はアノード活性材料コーティングのいずれかと、
カソード電流コレクタ又はカソード活性材料コーティングのいずれかとの間の短絡回路を
含む、方法。
【請求項２１】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記さらすことは、１ｋＨｚ乃至１０ＧＨｚの範囲から選択される周波数を有する電磁
信号を生成することを含む、方法。
【請求項２２】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記測定することは、前記さらすことの後１０ミリ秒以内に前記エネルギーユニット内
で誘起された電気信号を測定することを含む、方法。
【請求項２３】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記エネルギーユニットは、前記さらすこと及び前記測定することの間、動作状態にあ
り、前記動作状態は、電流を生成すること又は印加された電流を受けることを含む、方法
。
【請求項２４】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記エネルギーユニットは、前記さらすこと及び前記測定することの間、非動作状態に
あり、前記非動作状態は開回路状態を含む、方法。
【請求項２５】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記エネルギーユニットは、前記さらすこと及び前記測定することの間、部分的な製造
状態にある、方法。
【請求項２６】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記エネルギーユニットは、前記さらすこと及び前記測定することの間、完成した製造
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状態にある、方法。
【請求項２７】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記電磁信号は、前記エネルギーユニットに近接する第２のエネルギーユニットによっ
て生成される、方法。
【請求項２８】
　請求項１３に記載の方法において、
　前記さらすことは、前記エネルギーユニットを、非導電性媒体を介して送信された電磁
信号にさらすことを含む、方法。
【請求項２９】
　エネルギーユニット内の異常を検出する方法であって、
　前記エネルギーユニットへ信号を印加することであって、前記エネルギーユニットは電
気エネルギー貯蔵システムと電気化学エネルギー貯蔵システムと電気エネルギー利用シス
テムと電気化学エネルギー利用システムとの少なくとも１つを含み、前記印加することは
、前記エネルギーユニットのアノードとカソードとの間で短絡を生じさせることを含む、
ことと、
　前記エネルギーユニット内の複数の異なる位置のそれぞれにおいて、前記印加された信
号に対する前記エネルギーユニットの応答につき複数の測定を実行することであって、前
記実行することは、前記複数の異なる位置のそれぞれにおいて、前記エネルギーユニット
内の複数の異なる位置の前記それぞれのうちの各位置に配置された複数のピックアップコ
イルセンサのうちのそれぞれを用いて、前記応答を検出することを含む、ことと、
　前記複数の測定を処理して前記異常を識別することと、
　を含み、
　前記短絡を生じさせることは、前記アノードと前記カソードとの間で意図的な放電を生
じさせることを含む、方法。
【請求項３０】
　請求項１に記載の方法において、
　前記印加された信号は時変信号であり、前記実行することは、印加された前記時変信号
に対する前記エネルギーユニットの応答につき前記複数の測定を実行することを含む、方
法。
【請求項３１】
　請求項３０に記載の方法において、
　前記応答は、誘起された電磁界の変化を含む、方法。
【請求項３２】
　請求項１に記載の方法において、
　前記印加することは、前記信号を前記エネルギーユニットに間接的に印加することを含
む、方法。
【請求項３３】
　請求項１に記載の方法において、
　前記エネルギーユニットの健全性の状態を判定することを含み、
　バッテリの電磁信号を以前の信号と比較したときの変化が、他のパラメータが不変に維
持される間、前記バッテリの健全性の状態を推定するために使用される、方法。
【請求項３４】
　請求項１に記載の方法において、
　前記印加することは、前記エネルギーユニットのアノードとカソードとの間で短絡を生
じさせることを含み、
　前記短絡を生じさせることは、前記アノードと前記カソードとの間で意図的な放電を生
じさせることを含む、方法。
【請求項３５】
　請求項１、１３及び２９のいずれか一項に記載の方法において、
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　前記信号は外部の信号である、方法。
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